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21整備局に相談窓口
めた

仔
年
度
ま
で
に

国
交
省
が
拡
大
方
針

国
土
交
通
省
は
お
目
、
口
年
度
ま
で
に
全
都
道
府
県
で
情
報
化
施
工
を
導
入
す
る

新
た
な
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
日
年
度
に
各
地
方
整
備
局
管
内
の
都
道
府
県
で
少
な

く
と
も
1
件
以
上
を
実
施
。
日

i
凶
年
度
に
は
複
数
の
都
道
府
県
で
取
り
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
な
ど
段
階
的
に
導
入
を
拡
大
す
る
。
各
整
備
局
が
行
う
見
学
会
や
講

習
会
な
ど
へ
の
積
極
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
都
道
府
県
の
取
り
組
み
実
態
を
把
握

し
た
上
で
、
発
注
方
法
な
ど
へ
の
支
援
策
も
講
じ
る
。
自
治
体
の
問
い
合
わ
せ
に
応

じ
る
窓
口
を
各
整
備
局
に
設
置
済
み
だ
。

同
省
は
3
月
、
同
年
度
か

ら
5
カ
年
の
情
報
化
施
工
推

進
戦
略
を
策
定
。
前
5
カ
年

の
戦
略
の
効
果
で
情
報
化
施

工
は
「
使
う
」
か
ら
「
生
か

す
」
段
階
に
入
っ
た
と
し
て
、

五
つ
の
重
点
目
標
と
刊
の
取

組
み
を
明
記
し
た
。

お
日
に
関
か
れ
た
情
報
化

施
工
推
進
戦
略
会
議
(
建
山

和
由
委
員
長
)
で
、
国
交
省

は
同
戦
略
に
基
づ
い
て
今
後

進
め
て
い
く
具
体
的
な
実
施

事
項
を
説
明
し
、
了
承
さ
れ

た。
そ
の
一
つ
が
都
道
府
県
へ

の
導
入
拡
大
。
同
省
直
轄
工

事
で
先
行
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
て
情
報
発
信
す
る
と
し

て
お
り
、

7
月
以
降
に
開
く

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
土
木
部
長
会

議
な
ど
で
導
入
メ
リ
ッ
ト
を

周
知
す
る
な
ど
、
普
及
促
進

に
力
を
入
れ
て
い
く
。

都
道
府
県
へ
の
導
入
拡
大

の
ほ
か
、
公
共
工
事
の
品
質
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る
。
管
理
要
領
や
監
督
・
検

査
要
領
に
つ
い
て
、
整
備
済

み
の
土
工
用
と
舗
装
用
に
加

え
、
適
用
効
果
が
期
待
で
き

る
埋
設
物
、
護
岸
、
道
路
土

留
め
、
擁
壁
、
撤
去
工
な
ど
で

も
整
備
を
進
め
る
方
針
だ
。

さ
ら
に
、
情
報
化
施
工
に

よ
る
コ
ス
ト
、
品
質
、
安
全

へ
の
効
果
が
一
段
と
発
揮
さ

れ
る
よ
う
、
例
え
ば
道
路
で

は
、
路
体
、
路
床
、
路
盤
、

舗
装
と
い
う
一
連
の
事
業
に

導
入
す
る
こ
と
を
想
定
。
高

精
度
な
施
工
で
構
造
物
を
積

み
重
ね
て
い
く
試
験
施
工
を

日
年
度
に
行
い
、
長
期
的
な

耐
久
性
の
面
で
従
来
型
施
工

と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
出
て

く
る
か
を
検
証
す
る
。

出
来
形
デ
l
タ
や
レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て

土
量
の
変
化
を
確
認
で
き
る

情
報
化
施
工
の
持
つ
利
点
を

生
か
し
、
効
率
的
な
契
約
変

更
や
出
来
高
部
分
払
い
に
役

立
て
る
こ
と
も
想
定
。
デ
ー

タ
の
ト
レ
ー
サ
ピ
リ
テ
ィ
ー

機
能
を
、
維
持
管
理
段
階
の

災
害
復
旧
や
補
修
に
活
用
す

る
方
策
の
確
立
も
目
指
す
。

こ
れ
ら
取
り
組
み
に
つ
い

て
建
山
委
員
長
は
「
震
災
復

旧
・
復
興
で
も
情
報
化
施
工

導
入
の
効
果
が
見
込
め
る

が
、
大
切
な
の
は
、
い
つ
で

も
導
入
で
き
る
よ
う
普
段
使

い
の
技
術
に
し
て
お
く
こ
と

だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
地
方

の
建
設
会
社
や
自
治
体
に
広

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」

と
述
べ
た
。
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